
 

指導例「太郎さんの証明」（第 2 学年） 
－与えられた方針にもとづいて証明することができるために－ 

指導のポイント 

・教科書に与えられた図も作図させ、題意をし

っかりと理解させる。 

・生徒から気付いたことをたくさん出させ、交

流させる。 

・証明の方針を立てさせ、証明の見通しをもた

せる。 

単元名  「三角形と四角形」 

目指す生徒の姿 

・図形の証明について、観察、操作、実験と数学的な推論の意義と方法を理解し、推論の過程を的

確に表現することができる。 

・課題に意欲的に取り組み、粘り強く考えることができる。 

 

学習活動の様子 (第４時／全１５時間) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 問題文をもとに作図し、仮定と結論を確

認する。 

２ 太郎さんの証明の方針について考える。 

３ 花子さんの証明の方針を完成させ、証明

を書く。 

指導者の 
コメント 

重なっている図形については、片

方をずらし、二つの図形に分けて

考えられるよう教具を工夫した。

また、証明することで、その他に

も成り立つ性質を見いだすとと

もに、数学的な推論の意義を理解

させようとした。 

いきなり証明するのでなく、最初

に、その方針を立てさせるように

した。二つの線分の長さが等しい

ことを示すにはどの二つの三角

形に注目し、その二つの三角形の

何を示せばよいか答えさせるよ

うにした。 

証明をする際、仮定と結論を混同

する誤りが多い。簡単な図も作図

させるようにし、題意をしっかり

つかませるとともに、作図した図

形には、仮定は黄色で、結論は赤

色で印を付けるようにさせた。 


